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第４号

又重小学校

中市小学校石沢小学校

議会用語の
あれこれ議会質問コーナー

はか

Ｑ１：一括議題とは？
Ａ：一議案ずつ議題にするのではなく、議事の能率化を図るため議案を一括して議題とすることです。
議長は「議案第○号から議案第○号までの○件を一括して議題といたします。」と宣告します。
ただし、出席議員３人以上からの異議があれば、一括していいか、会議に諮って決めます。

Ｑ２：一般質問における「一括質疑」と「一問一答」とは？
Ａ：一般質問の質問と答弁の仕方には、「一括質疑方式」と「一問一答方式」があります。
一括質疑方式：質問者（議員）は質問する項目全てを一括して質問し、理事者（町長）も一括し
て答弁を行います。再質問からは質問者（議員）が詳しく聞きたい項目（複数あればまとめて）
を質問し、理事者（町長・課長等）が答弁を行います。
一問一答方式：質問者（議員）は質問する項目について１項目ずつ取り上げて質問し、理事者（町
長）は質問項目に対して答弁します。再質問があれば質問・答弁を繰り返し、再質問がなければ
次の項目の質問を行います。

Ｑ３：委員長報告とは？
Ａ：常任委員会（総務・経済・民生）は、付託を受けた議案や請願・陳情の審査を終えたとき、報告
書を作成し委員長から議長に提出するとともに、委員長は本会議で審査の経過と結果の報告をし
ます。調査を終えたときも同様です。また、審査や調査の中間段階で報告を行うこともあります。

Ｑ４：意見書とは？
Ａ：地方自治法の規定に基づき、議会は町の公益に関することについて、議会としての意見をまとめた
文書で、国会や国の関係省庁などに対し提出することができます。意見書の案は議員（提出するに
は３人以上の賛成する議員を要する）が提出し、本会議で審議してその可否を決めます。

　
改
選
後
も
引
き
続
き
、
広
報

常
任
副
委
員
長
を
仰
せ
付
か
り

ま
し
た
。
根
森
委
員
長
を
中
心

に
、
よ
り
良
い
議
会
広
報
を

皆
様
に
提
供
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
に
は
、
議
会
改
革
の
先

進
自
治
体
で
あ
る
紫
波
町
へ
議

員
全
員
で
研
修
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
紫
波
町
議
会
は
、
議
会

広
報
を
昭
和
48
年
か
ら
出
し
て

お
り
、
議
員
が
編
集
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
も
、
15

年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
取
っ
た

り
、
何
度
も
入
選
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
議
会
広
報
に
関
す
る

紫
波
町
議
会
か
ら
の
説
明
や
、

意
見
交
換
な
ど
で
得
ら
れ
た
貴

重
な
事
例
を
検
討
し
、
五
戸
町

議
会
に
合
っ
た
形
で
取
り
入
れ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
０
歳
の
議
会
広
報
で
す

の
で
、
温
か
い
目
で
、
し
か
し

時
に
は
厳
し
い
目
で
見
守
っ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
副
委
員
長
　
髙
山
　
浩
司

編
集
後
記

議会を傍聴しよう！

五戸町ホームページアドレス　http://www.town.gonohe.aomori.jp/　　議会メールアドレス　gikai@town.gonohe.aomori.jp

委
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司
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久
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委
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委
　
　
員
　
沢
　
田
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一

委
　
　
員
　
三
　
浦
　
專
治
郎

次
回
の
広
報
は
、

平
成
24
年
11
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

９月定例会は９月上旬開催予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。



③ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ②

24年度建設予定地（まきば温泉隣）

れ
る
よ
う
内
閣
総
理
大
臣
、
関
係

省
庁
へ
提
出
。

議
会
案
第
３
号

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責
任
で

実
施
す
る
東
北
地
方
整
備
局
青

森
河
川
国
道
事
務
所
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
案

・
社
会
資
本
整
備
と
管
理
は
、
国

の
責
任
で
実
施
す
る
こ
と

・
国
土
交
通
省
　
東
北
地
方
整
備

局
　
青
森
河
川
国
道
事
務
所
を

存
続
す
る
こ
と

・
全
国
に
遅
れ
て
い
る
青
森
県
内

の
社
会
資
本
整
備
の
推
進
と
防

災
・
維
持
管
理
に
重
点
的
予
算

配
分
を
す
る
こ
と

　
以
上
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
、

関
係
省
庁
へ
提
出
。

●
議
会
案
第
２
号
及
び
議
会
案
第

３
号
の
２
件

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ハ
ピ
ネ

ス
建
設
に
、
国
の
補
助
金
と
は
別

に
町
が
独
自
に
５
０
０
０
万
円
を

助
成
し
た
と
伺
っ
て
い
る
が
、
も

し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
今
回
の
24

年
度
と
25
年
度
に
建
設
予
定
で
あ

る
２
つ
の
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
も
応
分
の
補
助
金

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
も
し
、
１
円
も
出
せ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
片
や
５
０
０

０
万
円
で
一
方
は
ゼ
ロ
円
で
は
余

り
に
も
極
端
過
ぎ
て
、
行
政
の
客

観
性
、
普
遍
性
、
あ
る
い
は
公
正

さ
に
照
ら
し
て
も
適
正
を
欠
く
も

の
だ
と
思
う
。

　
平
成
６
年
当
時
、
町
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
対
し
て

５
０
０
０
万
円
の
補
助
金
を
出
し

て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
当

時
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
老
人
福
祉
法
の
政
策
の

措
置
制
度
が
基
本
で
あ
り
、
町
と

し
て
も
施
設
で
の
受
容
を
お
願
い

す
る
立
場
上
、
や
む
を
得
な
い
と

判
断
し
、
補
助
金
を
出
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
12
年
度

に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
は
、
国
か
ら
各
施
設
へ
交

付
さ
れ
て
い
た
事
務
措
置
等
も
廃

止
さ
れ
、
そ
の
後
町
内
で
の
介
護

施
設
整
備
に
つ
い
て
の
町
単
独
で

の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
一
切

交
付
を
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
の
、
五
戸
町
地

域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設
整
備
に

関
す
る
説
明
会
の
中
で
、
五
戸
町

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
公

募
要
領
の
説
明
資
料
の
中
の
留
意

事
項
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
施
設
整
備
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
五
戸
町
単
独
と
し

て
の
補
助
金
の
交
付
は
し
な
い
こ

と
を
明
記
し
、
説
明
会
を
行
っ
て

公
募
を
し
て
い
る
の
で
そ
の
こ
と

で
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

  

①
町
で
は
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た

今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
ん

で
い
く
の
か
。

②
自
治
会
に
未
入
会
の
方
の
ご
み

の
出
し
方
等
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
告
知
し
て
い
る

の
か
。

③
東
日
本
大
震
災
の
瓦
れ
き
処
理

は
、
い
ま
だ
に
ま
だ
未
処
理
の

地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
五
戸
町

で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

①
当
町
で
は
、
平
成
22
年
３
月
に

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か

ら
12
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
の
案
件
と
し
て
、
報

告
１
件
、
条
例
４
件
、
補
正
予
算

１
件
、
そ
の
他
規
約
の
変
更
等
４

件
の
計
10
件
及
び
議
会
か
ら
陳
情

審
査
報
告
２
件
並
び
に
議
会
か
ら

の
案
件
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
１
号

●
五
戸
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

・
23
年
度
予
算
で
支
出
の
終
わ
ら

な
か
っ
た
事
業
を
24
年
度
へ
繰

り
越
す
も
の

議
案
第
46
号

●
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業

団
に
委
託
す
べ
き
事
業
に
関
す

る
計
画
の
一
部
変
更
に
係
る
協

議
の
件

・
桔
梗
野
工
業
用
地
の
取
得
及
び

造
成
事
業
の
計
画
に
未
処
分
地

　
に
関
す
る
事
項
を
追
加
、
八
戸

　
北
イ
ン
タ
ー
工
業
用
地
の
取
得

及
び
造
成
事
業
に
係
る
財
政
計

画
等
を
変
更
す
る
た
め
、
関
係

市
町
村
と
協
議

議
案
第
47
号

●
三
戸
郡
町
村
会
館
管
理
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
案

・
事
務
所
の
位
置
を
変
更
し
、
解

散
に
お
け
る
事
務
継
承
並
び
に

決
算
審
査
及
び
認
定
の
方
法
を

定
め
る
た
め
規
約
を
変
更

議
案
第
48
号

●
五
戸
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
事
業
基
金
条
例
案

・
当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
基
金
を
設
置

議
案
第
49
号

●
五
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

・
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

及
び
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に

伴
う
改
正

議
案
第
50
号

●
五
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

・
青
森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成

　
事
業
実
施
要
領
等
の
一
部
改
正

　
に
伴
う
改
正

議
案
第
51
号

●
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

・
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
事
業
実
施
要
領
等
の
一

部
改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
52
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
１
０
０
億
４
６
２
３
万
７
千
円

主
な
内
容

　
１
億
２
１
７
７
万
４
千
円
増
額

主
な
増
額

・
過
疎
対
策
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
２
７
０
０
万
円

・
五
戸
町
商
工
会
館
建
設
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
１
２
７
５
万
円

・
五
戸
小
学
校
改
築
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
３
２
７
６
万
円

議
案
第
53
号

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
第
19

分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ｃ

Ｄ
│
Ⅰ
）
購
入
）

・
契
約
相
手
方

　
互
光
産
業
株
式
会
社

・
契
約
額
（
税
込
）

　
　
　
１
８
３
６
万
４
５
０
０
円

議
案
第
54
号

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　
髙
谷
　
善
信
氏

倉
石
又
重
字
太
田

主
な
職
歴

し
ん
せ
い
五
戸
農
業
協
同
組
合

監
事

八
戸
農
業
協
同
組
合
監
事

民
生
委
員
・
児
童
委
員

●
議
案
第
46
号
か
ら
議
案
第
53
号

ま
で
の
８
件

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

●
議
案
第
54
号

　
全
員
賛
成
で
同
意
す
る
こ
と
に

決
定

※
報
告
第
１
号
は
審
議
な
し

陳
情
第
３
号

●
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進

す
る
基
本
法
」（
仮
称
）
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情
書

陳
情
第
４
号

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責
任
で

実
施
す
る
東
北
地
方
整
備
局
青

森
河
川
国
道
事
務
所
の
存
続
の

意
見
書
を
求
め
る
陳
情
書

●
陳
情
第
３
号
及
び
陳
情
第
４
号

の
２
件

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

議
会
案
第
２
号

　「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進

す
る
基
本
法
」（
仮
称
）の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
案

・
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
と
し
た
、

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
の
総

合
的
で
長
期
的
な
政
策
を
保
障

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り

推
進
す
る
基
本
法
」
を
制
定
さ

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
は

・
町
に
運
営
管
理
や
指
導
な

ど
を
行
う
権
限
が
あ
る

・
入
所
定
員
が
29
人
以
下

・
五
戸
町
の
住
民
の
み
が
入

所
の
対
象
と
な
る

た
か
や

よ
し
の
ぶ

議
会
提
出
案
件

人
事
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

陳
情
審
査

一
般
質
問

柏　田　雅　俊  議員質

　問

尾　形　裕　之  議員質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

建
設
予
定
の
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

補
助
金
を

東
日
本
大
震
災
の

が
れ
き
処
理
は

町
長
提
出
案
件

第
４
回
定
例
会

平
成
24
年
６
月
定
例
会



③ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ②

24年度建設予定地（まきば温泉隣）

れ
る
よ
う
内
閣
総
理
大
臣
、
関
係

省
庁
へ
提
出
。

議
会
案
第
３
号

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責
任
で

実
施
す
る
東
北
地
方
整
備
局
青

森
河
川
国
道
事
務
所
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
案

・
社
会
資
本
整
備
と
管
理
は
、
国

の
責
任
で
実
施
す
る
こ
と

・
国
土
交
通
省
　
東
北
地
方
整
備

局
　
青
森
河
川
国
道
事
務
所
を

存
続
す
る
こ
と

・
全
国
に
遅
れ
て
い
る
青
森
県
内

の
社
会
資
本
整
備
の
推
進
と
防

災
・
維
持
管
理
に
重
点
的
予
算

配
分
を
す
る
こ
と

　
以
上
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
、

関
係
省
庁
へ
提
出
。

●
議
会
案
第
２
号
及
び
議
会
案
第

３
号
の
２
件

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ハ
ピ
ネ

ス
建
設
に
、
国
の
補
助
金
と
は
別

に
町
が
独
自
に
５
０
０
０
万
円
を

助
成
し
た
と
伺
っ
て
い
る
が
、
も

し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
今
回
の
24

年
度
と
25
年
度
に
建
設
予
定
で
あ

る
２
つ
の
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
も
応
分
の
補
助
金

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
も
し
、
１
円
も
出
せ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
片
や
５
０
０

０
万
円
で
一
方
は
ゼ
ロ
円
で
は
余

り
に
も
極
端
過
ぎ
て
、
行
政
の
客

観
性
、
普
遍
性
、
あ
る
い
は
公
正

さ
に
照
ら
し
て
も
適
正
を
欠
く
も

の
だ
と
思
う
。

　
平
成
６
年
当
時
、
町
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
対
し
て

５
０
０
０
万
円
の
補
助
金
を
出
し

て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
当

時
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
老
人
福
祉
法
の
政
策
の

措
置
制
度
が
基
本
で
あ
り
、
町
と

し
て
も
施
設
で
の
受
容
を
お
願
い

す
る
立
場
上
、
や
む
を
得
な
い
と

判
断
し
、
補
助
金
を
出
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
12
年
度

に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
は
、
国
か
ら
各
施
設
へ
交

付
さ
れ
て
い
た
事
務
措
置
等
も
廃

止
さ
れ
、
そ
の
後
町
内
で
の
介
護

施
設
整
備
に
つ
い
て
の
町
単
独
で

の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
一
切

交
付
を
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
の
、
五
戸
町
地

域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設
整
備
に

関
す
る
説
明
会
の
中
で
、
五
戸
町

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
公

募
要
領
の
説
明
資
料
の
中
の
留
意

事
項
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
施
設
整
備
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
五
戸
町
単
独
と
し

て
の
補
助
金
の
交
付
は
し
な
い
こ

と
を
明
記
し
、
説
明
会
を
行
っ
て

公
募
を
し
て
い
る
の
で
そ
の
こ
と

で
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

  

①
町
で
は
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た

今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
ん

で
い
く
の
か
。

②
自
治
会
に
未
入
会
の
方
の
ご
み

の
出
し
方
等
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
告
知
し
て
い
る

の
か
。

③
東
日
本
大
震
災
の
瓦
れ
き
処
理

は
、
い
ま
だ
に
ま
だ
未
処
理
の

地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
五
戸
町

で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

①
当
町
で
は
、
平
成
22
年
３
月
に

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か

ら
12
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
の
案
件
と
し
て
、
報

告
１
件
、
条
例
４
件
、
補
正
予
算

１
件
、
そ
の
他
規
約
の
変
更
等
４

件
の
計
10
件
及
び
議
会
か
ら
陳
情

審
査
報
告
２
件
並
び
に
議
会
か
ら

の
案
件
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
１
号

●
五
戸
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

・
23
年
度
予
算
で
支
出
の
終
わ
ら

な
か
っ
た
事
業
を
24
年
度
へ
繰

り
越
す
も
の

議
案
第
46
号

●
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業

団
に
委
託
す
べ
き
事
業
に
関
す

る
計
画
の
一
部
変
更
に
係
る
協

議
の
件

・
桔
梗
野
工
業
用
地
の
取
得
及
び

造
成
事
業
の
計
画
に
未
処
分
地

　
に
関
す
る
事
項
を
追
加
、
八
戸

　
北
イ
ン
タ
ー
工
業
用
地
の
取
得

及
び
造
成
事
業
に
係
る
財
政
計

画
等
を
変
更
す
る
た
め
、
関
係

市
町
村
と
協
議

議
案
第
47
号

●
三
戸
郡
町
村
会
館
管
理
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
案

・
事
務
所
の
位
置
を
変
更
し
、
解

散
に
お
け
る
事
務
継
承
並
び
に

決
算
審
査
及
び
認
定
の
方
法
を

定
め
る
た
め
規
約
を
変
更

議
案
第
48
号

●
五
戸
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
事
業
基
金
条
例
案

・
当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
基
金
を
設
置

議
案
第
49
号

●
五
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

・
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

及
び
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に

伴
う
改
正

議
案
第
50
号

●
五
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

・
青
森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成

　
事
業
実
施
要
領
等
の
一
部
改
正

　
に
伴
う
改
正

議
案
第
51
号

●
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

・
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
事
業
実
施
要
領
等
の
一

部
改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
52
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
１
０
０
億
４
６
２
３
万
７
千
円

主
な
内
容

　
１
億
２
１
７
７
万
４
千
円
増
額

主
な
増
額

・
過
疎
対
策
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
２
７
０
０
万
円

・
五
戸
町
商
工
会
館
建
設
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
１
２
７
５
万
円

・
五
戸
小
学
校
改
築
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
３
２
７
６
万
円

議
案
第
53
号

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
第
19

分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ｃ

Ｄ
│
Ⅰ
）
購
入
）

・
契
約
相
手
方

　
互
光
産
業
株
式
会
社

・
契
約
額
（
税
込
）

　
　
　
１
８
３
６
万
４
５
０
０
円

議
案
第
54
号

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　
髙
谷
　
善
信
氏

倉
石
又
重
字
太
田

主
な
職
歴

し
ん
せ
い
五
戸
農
業
協
同
組
合

監
事

八
戸
農
業
協
同
組
合
監
事

民
生
委
員
・
児
童
委
員

●
議
案
第
46
号
か
ら
議
案
第
53
号

ま
で
の
８
件

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

●
議
案
第
54
号

　
全
員
賛
成
で
同
意
す
る
こ
と
に

決
定

※

報
告
第
１
号
は
審
議
な
し

陳
情
第
３
号

●
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進

す
る
基
本
法
」（
仮
称
）
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情
書

陳
情
第
４
号

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責
任
で

実
施
す
る
東
北
地
方
整
備
局
青

森
河
川
国
道
事
務
所
の
存
続
の

意
見
書
を
求
め
る
陳
情
書

●
陳
情
第
３
号
及
び
陳
情
第
４
号

の
２
件

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

議
会
案
第
２
号

　「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進

す
る
基
本
法
」（
仮
称
）の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
案

・
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
と
し
た
、

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
の
総

合
的
で
長
期
的
な
政
策
を
保
障

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り

推
進
す
る
基
本
法
」
を
制
定
さ

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
は

・
町
に
運
営
管
理
や
指
導
な

ど
を
行
う
権
限
が
あ
る

・
入
所
定
員
が
29
人
以
下

・
五
戸
町
の
住
民
の
み
が
入

所
の
対
象
と
な
る

た
か
や

よ
し
の
ぶ

議
会
提
出
案
件

人
事
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

陳
情
審
査

一
般
質
問

柏　田　雅　俊  議員質

　問

尾　形　裕　之  議員質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

建
設
予
定
の
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

補
助
金
を

東
日
本
大
震
災
の

が
れ
き
処
理
は

町
長
提
出
案
件

第
４
回
定
例
会

平
成
24
年
６
月
定
例
会



⑤ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ④

みんなで仲良く　ひとりで読書

夏
休
み
英
会
話
ス
ク
ー
ル

（
小
学
生
を
対
象
）

十和田地域広域事務組合のごみ処理施設へ搬入された、
家庭から出された分と施設へ直接搬入された分の合計です。

五戸町のごみ搬入量

可燃ごみ
不燃ごみ
資源ごみ
　缶
　びん
　プラスチック
　紙
粗大ごみ

計

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
4,482 4,385 4,204 4,203
205 192 148 146
740 699 665 650
95 97 90 78
229 213 217 198
115 97 87 89
301 292 271 285
91 96 87 87

5,518 5,372 5,104 5,086

単位：ｔと
い
う
内
容
で
あ
る
。
固
定
資
産

税
は
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
今
回
の
過
誤
納
還
付
金
等

は
土
地
の
部
分
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を

特
に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の

面
積
の
広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住

宅
用
地
と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け

て
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
が
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
施
設
の
住
宅
用
地
に
も

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
適
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
、
還
付
す
る
方
向
で
所
定
の
手

続
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

　
課
税
誤
り
の
原
因
と
し
て
は
、

住
宅
用
家
屋
と
の
認
識
が
な
く
単

な
る
施
設
で
あ
る
と
誤
認
し
た
結

果
に
よ
る
も
の
で
、
職
員
の
認
識

不
足
と
は
い
え
、
納
税
義
務
者
に

多
大
な
る
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
お
わ
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
職
員

の
プ
ロ
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な

事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
再
発
防

止
に
努
め
る
。

　
保
育
園
に
は
午
後
７
時
ま
で
、

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
の
で
、
共

働
き
の
家
庭
に
と
っ
て
は
、
仕
事

の
後
、
余
裕
を
持
っ
て
迎
え
に
行

け
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
と
い
う

声
を
聞
く
。
と
こ
ろ
が
、
子
ど
も

が
保
育
園
か
ら
小
学
校
に
進
学
し

て
、
学
童
保
育
に
預
け
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
学
童
保
育
が
午
後
６

時
ま
で
し
か
や
っ
て
い
な
い
の
で
、

仕
事
を
途
中
で
切
り
上
げ
て
迎
え

に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
特
に
、
母
子
家
庭
で
は
、

仕
事
を
中
途
半
端
に
し
て
子
ど
も

を
迎
え
に
行
く
こ
と
に
よ
り
、
会

社
に
悪
い
印
象
を
与
え
、
仕
事
を

失
い
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
を
心
配
し
て
い
る
。
た

っ
た
１
時
間
の
差
で
あ
る
が
、
家

庭
の
運
命
を
左
右
す
る
１
時
間
だ

と
思
う
。

　
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備

す
る
一
環
と
し
て
、
学
童
保
育
に

保
育
園
と
同
じ
午
後
７
時
ま
で
子

ど
も
た
ち
を
預
け
ら
れ
る
様
に
す

べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
を
延
長
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
指
導
員
の
勤
務
体
制

の
見
直
し
の
問
題
、
指
導
員
確
保

の
問
題
、
賃
金
問
題
な
ど
が
出
て

来
る
と
思
う
の
で
、
利
用
者
の
声

の
他
、
指
導
員
の
声
も
聞
き
な
が

ら
慎
重
に
調
査
し
て
行
き
た
い
。

①
五
戸
町
で
は
、
現
在
３
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
に
よ
っ
て
外
国
語
の
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
体

制
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
。

②
平
成
26
年
度
ま
で
に
９
小
学
校

が
４
小
学
校
に
統
廃
合
さ
れ
る

が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
人
数
や
新
た
な

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
方
法
な
ど
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

①
小
学
校
に
お
い
て
も
中
学
校
に

お
い
て
も
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
３
人
体

　
制
に
よ
る
外
国
語
授
業
あ
る
い

は
外
国
語
活
動
の
環
境
は
、
先

生
方
の
評
価
か
ら
充
実
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ま
た
、幼
稚
園
で
の
指
導
や
、

公
民
館
活
動
の
一
環
で
あ
る
英

会
話
教
室
で
も
活
躍
し
て
い
る
。

②
統
廃
合
後
も
３
人
体
制
を
維
持

す
る
事
が
、
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
子

供
た
ち
の
触
れ
あ
う
時
間
が
確

保
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
う
の
で
、
現
体
制
を
維
持
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
は
、社
会
科
や
体
育
等
、

英
語
以
外
の
授
業
に
も
参
加
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

五
戸
町
ご
み
減
量
化
等
に
向
け

た
行
動
計
画
を
策
定
し
、
平
成

22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
し
、
住
民
、
事

業
者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
具

体
的
な
取
り
組
む
べ
き
行
動
を

示
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ご
み
の
減
量
目
標
は
、
ご
み

総
排
出
量
を
平
成
20
年
度
よ
り

７
１
７
ト
ン
減
量
し
、
４
８
０

０
ト
ン
以
内
に
抑
制
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
、
ご
み
の
総
排
出

量
に
つ
い
て
は
年
々
減
量
し
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
ご
み
の
減

量
化
に
向
け
、
可
能
な
範
囲
で

の
ご
み
発
生
抑
制
の
推
進
に
努

め
、
そ
し
て
ご
み
減
量
の
必
要

性
を
町
民
に
対
し
て
出
前
広
報

や
チ
ラ
シ
な
ど
を
活
用
し
て
周

知
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
事
業
系
ご
み
と
し
て

排
出
し
て
い
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
中
に
は
、
依
然
と
し
て
多
く

の
資
源
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
段
ボ
ー
ル
や

書
類
等
の
紙
類
に
つ

い
て
は
古
紙
回
収
業

者
へ
の
引
き
渡
し
を

利
用
す
る
な
ど
、
事

業
者
に
お
け
る
分
別

の
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

②
町
で
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
転
入
手
続

に
来
た
方
や
、
そ
の

地
域
の
ご
み
収
集
日

程
を
知
り
た
い
方
に

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
渡
し
説
明
し
て

　
お
り
、
今
後
も
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
支
援
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
職
員
の
被
災
地
派
遣
な
ど

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
。
瓦
れ
き
処
理
に
つ
い

て
も
、
有
効
な
被
災
地
支
援
策

と
考
え
て
い
る
が
、
当
町
に
は

大
量
に
受
け
入
れ
る
処
理
施
設

が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営
は
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。
番

組
計
画
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
五
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
事
業

は
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視

聴
地
域
の
解
消
を
目
的
に
実
施
し
、

町
が
放
送
事
業
者
と
な
り
、
当
初

か
ら
文
字
情
報
を
基
本
と
し
て
運

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
計
に
つ

い
て
は
、
加
入
者
の
利
用
料
を
財

源
と
し
た
特
別
会
計
で
運
営
し
て

い
る
。

　
現
在
は
文
字
情
報
の
ほ
か
に
映

像
と
し
て
、
五
戸
広
報
の
写
真
や

有
志
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
ビ
デ
オ

を
編
集
の
上
で
放
送
し
て
い
る
。

今
後
は
議
会
放
送
も
予
定
し
て
お

り
、
他
町
村
へ
の
導
入
実
績
の
あ

る
各
業
者
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

使
い
や
す
く
性
能
の
よ
い
も
の
を

導
入
す
る
た
め
の
時
間
を
も
う
少

し
い
た
だ
き
た
い
。

　
集
落
営
農
の
拡
大
に
つ
い
て
農

業
委
員
会
で
、
先
頭
に
立
っ
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
。

　
農
業
、
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
、
後
継
者
不
足
、
農
産
物
価
格

低
迷
な
ど
に
よ
り
農
業
離
れ
が
進

み
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
農
業
、

農
村
の
活
力
が
低
下
し
、
深
刻
な

事
態
に
直
面
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
は
、
認
定
農
業
者
な
ど
の

担
い
手
を
中
心
と
し
て
、
高
齢
専

業
農
業
家
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

持
っ
て
営
農
に
参
加
し
、
個
別
に

実
施
し
て
い
た
複
合
経
営
を
集
落

全
体
で
の
複
合
経
営
に
転
換
す
る

仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
る
必
要
が

あ
り
、
主
な
手
法
と
し
て
集
落
営

農
が
あ
る
と
思
う
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
手
法
と

し
て
、
集
落
営
農
拡
大
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
集
落
営
農
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
農
林
課
が
窓
口
に
な
り
、

今
年
度
中
に
集
落
営
農
推
進
対
策

本
部
を
設
置
す
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
、
農
業
委
員
会
で
も
農
林
課

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
集
落
営
農
の

推
進
に
向
け
た
必
要
な
情
報
の
提

供
や
、
組
織
化
の
支
援
・
協
力
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
議
案
第
52
号
一
般
会
計
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
町
税
過
誤

納
還
付
金
に
つ
い
て
、
今
後
こ
の

よ
う
な
問
題
が
起
き
な
い
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

　
町
税
過
誤
納
還
付
金
等
の
補
正

予
算
は
、
固
定
資
産
税
の
還
付
金

還
付
金
・
返
還
金
の
内
訳

・
町
税
過
誤
還
付
金

１
６
７
万
７
千
円

・
町
税
過
誤
還
付
加
算
金

19
万
３
千
円

・
町
税
過
誤
返
還
金

96
万
６
千
円

・
町
税
過
誤
返
還
金
加
算
金

29
万
４
千
円

五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
の
運
営
は

髙　山　浩　司  議員

質

　問

質

　問
学
童
保
育
の
延
長
を

髙
橋
教
育
長
答
弁

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

課
税
ミ
ス
の
原
因
は

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

集
落
営
農
拡
大
に
つ
い
て

質

　問

三
浦
農
業
委
員
会
会
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

Ａ
Ｌ
Ｔ
３
名
体
制
に
対
す
る

評
価
と
今
後
の
活
用
方
法
は



⑤ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ④

みんなで仲良く　ひとりで読書

夏
休
み
英
会
話
ス
ク
ー
ル

（
小
学
生
を
対
象
）

十和田地域広域事務組合のごみ処理施設へ搬入された、
家庭から出された分と施設へ直接搬入された分の合計です。

五戸町のごみ搬入量

可燃ごみ
不燃ごみ
資源ごみ
　缶
　びん
　プラスチック
　紙
粗大ごみ

計

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
4,482 4,385 4,204 4,203
205 192 148 146
740 699 665 650
95 97 90 78
229 213 217 198
115 97 87 89
301 292 271 285
91 96 87 87

5,518 5,372 5,104 5,086

単位：ｔと
い
う
内
容
で
あ
る
。
固
定
資
産

税
は
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
今
回
の
過
誤
納
還
付
金
等

は
土
地
の
部
分
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を

特
に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の

面
積
の
広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住

宅
用
地
と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け

て
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
が
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
施
設
の
住
宅
用
地
に
も

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
適
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
、
還
付
す
る
方
向
で
所
定
の
手

続
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

　
課
税
誤
り
の
原
因
と
し
て
は
、

住
宅
用
家
屋
と
の
認
識
が
な
く
単

な
る
施
設
で
あ
る
と
誤
認
し
た
結

果
に
よ
る
も
の
で
、
職
員
の
認
識

不
足
と
は
い
え
、
納
税
義
務
者
に

多
大
な
る
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
お
わ
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
職
員

の
プ
ロ
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な

事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
再
発
防

止
に
努
め
る
。

　
保
育
園
に
は
午
後
７
時
ま
で
、

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
の
で
、
共

働
き
の
家
庭
に
と
っ
て
は
、
仕
事

の
後
、
余
裕
を
持
っ
て
迎
え
に
行

け
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
と
い
う

声
を
聞
く
。
と
こ
ろ
が
、
子
ど
も

が
保
育
園
か
ら
小
学
校
に
進
学
し

て
、
学
童
保
育
に
預
け
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
学
童
保
育
が
午
後
６

時
ま
で
し
か
や
っ
て
い
な
い
の
で
、

仕
事
を
途
中
で
切
り
上
げ
て
迎
え

に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
特
に
、
母
子
家
庭
で
は
、

仕
事
を
中
途
半
端
に
し
て
子
ど
も

を
迎
え
に
行
く
こ
と
に
よ
り
、
会

社
に
悪
い
印
象
を
与
え
、
仕
事
を

失
い
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
を
心
配
し
て
い
る
。
た

っ
た
１
時
間
の
差
で
あ
る
が
、
家

庭
の
運
命
を
左
右
す
る
１
時
間
だ

と
思
う
。

　
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備

す
る
一
環
と
し
て
、
学
童
保
育
に

保
育
園
と
同
じ
午
後
７
時
ま
で
子

ど
も
た
ち
を
預
け
ら
れ
る
様
に
す

べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
を
延
長
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
指
導
員
の
勤
務
体
制

の
見
直
し
の
問
題
、
指
導
員
確
保

の
問
題
、
賃
金
問
題
な
ど
が
出
て

来
る
と
思
う
の
で
、
利
用
者
の
声

の
他
、
指
導
員
の
声
も
聞
き
な
が

ら
慎
重
に
調
査
し
て
行
き
た
い
。

①
五
戸
町
で
は
、
現
在
３
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
に
よ
っ
て
外
国
語
の
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
体

制
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
。

②
平
成
26
年
度
ま
で
に
９
小
学
校

が
４
小
学
校
に
統
廃
合
さ
れ
る

が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
人
数
や
新
た
な

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
方
法
な
ど
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

①
小
学
校
に
お
い
て
も
中
学
校
に

お
い
て
も
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
３
人
体

　
制
に
よ
る
外
国
語
授
業
あ
る
い

は
外
国
語
活
動
の
環
境
は
、
先

生
方
の
評
価
か
ら
充
実
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ま
た
、幼
稚
園
で
の
指
導
や
、

公
民
館
活
動
の
一
環
で
あ
る
英

会
話
教
室
で
も
活
躍
し
て
い
る
。

②
統
廃
合
後
も
３
人
体
制
を
維
持

す
る
事
が
、
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
子

供
た
ち
の
触
れ
あ
う
時
間
が
確

保
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
う
の
で
、
現
体
制
を
維
持
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
は
、社
会
科
や
体
育
等
、

英
語
以
外
の
授
業
に
も
参
加
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

五
戸
町
ご
み
減
量
化
等
に
向
け

た
行
動
計
画
を
策
定
し
、
平
成

22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
し
、
住
民
、
事

業
者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
具

体
的
な
取
り
組
む
べ
き
行
動
を

示
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ご
み
の
減
量
目
標
は
、
ご
み

総
排
出
量
を
平
成
20
年
度
よ
り

７
１
７
ト
ン
減
量
し
、
４
８
０

０
ト
ン
以
内
に
抑
制
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
、
ご
み
の
総
排
出

量
に
つ
い
て
は
年
々
減
量
し
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
ご
み
の
減

量
化
に
向
け
、
可
能
な
範
囲
で

の
ご
み
発
生
抑
制
の
推
進
に
努

め
、
そ
し
て
ご
み
減
量
の
必
要

性
を
町
民
に
対
し
て
出
前
広
報

や
チ
ラ
シ
な
ど
を
活
用
し
て
周

知
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
事
業
系
ご
み
と
し
て

排
出
し
て
い
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
中
に
は
、
依
然
と
し
て
多
く

の
資
源
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
段
ボ
ー
ル
や

書
類
等
の
紙
類
に
つ

い
て
は
古
紙
回
収
業

者
へ
の
引
き
渡
し
を

利
用
す
る
な
ど
、
事

業
者
に
お
け
る
分
別

の
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

②
町
で
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
転
入
手
続

に
来
た
方
や
、
そ
の

地
域
の
ご
み
収
集
日

程
を
知
り
た
い
方
に

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
渡
し
説
明
し
て

　
お
り
、
今
後
も
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
支
援
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
職
員
の
被
災
地
派
遣
な
ど

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
。
瓦
れ
き
処
理
に
つ
い

て
も
、
有
効
な
被
災
地
支
援
策

と
考
え
て
い
る
が
、
当
町
に
は

大
量
に
受
け
入
れ
る
処
理
施
設

が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営
は
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。
番

組
計
画
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
五
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
事
業

は
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視

聴
地
域
の
解
消
を
目
的
に
実
施
し
、

町
が
放
送
事
業
者
と
な
り
、
当
初

か
ら
文
字
情
報
を
基
本
と
し
て
運

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
計
に
つ

い
て
は
、
加
入
者
の
利
用
料
を
財

源
と
し
た
特
別
会
計
で
運
営
し
て

い
る
。

　
現
在
は
文
字
情
報
の
ほ
か
に
映

像
と
し
て
、
五
戸
広
報
の
写
真
や

有
志
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
ビ
デ
オ

を
編
集
の
上
で
放
送
し
て
い
る
。

今
後
は
議
会
放
送
も
予
定
し
て
お

り
、
他
町
村
へ
の
導
入
実
績
の
あ

る
各
業
者
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

使
い
や
す
く
性
能
の
よ
い
も
の
を

導
入
す
る
た
め
の
時
間
を
も
う
少

し
い
た
だ
き
た
い
。

　
集
落
営
農
の
拡
大
に
つ
い
て
農

業
委
員
会
で
、
先
頭
に
立
っ
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
。

　
農
業
、
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
、
後
継
者
不
足
、
農
産
物
価
格

低
迷
な
ど
に
よ
り
農
業
離
れ
が
進

み
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
農
業
、

農
村
の
活
力
が
低
下
し
、
深
刻
な

事
態
に
直
面
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
は
、
認
定
農
業
者
な
ど
の

担
い
手
を
中
心
と
し
て
、
高
齢
専

業
農
業
家
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

持
っ
て
営
農
に
参
加
し
、
個
別
に

実
施
し
て
い
た
複
合
経
営
を
集
落

全
体
で
の
複
合
経
営
に
転
換
す
る

仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
る
必
要
が

あ
り
、
主
な
手
法
と
し
て
集
落
営

農
が
あ
る
と
思
う
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
手
法
と

し
て
、
集
落
営
農
拡
大
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
集
落
営
農
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
農
林
課
が
窓
口
に
な
り
、

今
年
度
中
に
集
落
営
農
推
進
対
策

本
部
を
設
置
す
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
、
農
業
委
員
会
で
も
農
林
課

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
集
落
営
農
の

推
進
に
向
け
た
必
要
な
情
報
の
提

供
や
、
組
織
化
の
支
援
・
協
力
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
議
案
第
52
号
一
般
会
計
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
町
税
過
誤

納
還
付
金
に
つ
い
て
、
今
後
こ
の

よ
う
な
問
題
が
起
き
な
い
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

　
町
税
過
誤
納
還
付
金
等
の
補
正

予
算
は
、
固
定
資
産
税
の
還
付
金

還
付
金
・
返
還
金
の
内
訳

・
町
税
過
誤
還
付
金

１
６
７
万
７
千
円

・
町
税
過
誤
還
付
加
算
金

19
万
３
千
円

・
町
税
過
誤
返
還
金

96
万
６
千
円

・
町
税
過
誤
返
還
金
加
算
金

29
万
４
千
円

五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
の
運
営
は

髙　山　浩　司  議員

質

　問

質

　問
学
童
保
育
の
延
長
を

髙
橋
教
育
長
答
弁

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

課
税
ミ
ス
の
原
因
は

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

集
落
営
農
拡
大
に
つ
い
て

質

　問

三
浦
農
業
委
員
会
会
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

Ａ
Ｌ
Ｔ
３
名
体
制
に
対
す
る

評
価
と
今
後
の
活
用
方
法
は



⑦ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ⑥

田畑をとびまわるカラス

ビックリ夜店

路線バス上限運賃化実証
実験中

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

か
れ
、
効
率
的
な
生
産
体
制
が

確
立
で
き
、
農
業
者
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
の
規
模
拡
大
が
可
能
と

な
り
、
新
た
な
分
野
へ
の
挑
戦

が
可
能
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
集
落
全
体
の

所
得
が
向
上
す
る
こ
と
で
あ
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

よ
り
、
多
く
の
方
が
定
額
料
金

で
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
ま
で
以
上
に
通
院
や
買

い
物
、
通
学
の
移
動
支
援
が
可

能
に
な
る
。
特
に
高
齢
者
等
に

多
く
の
外
出
機
会
を
も
た
ら
し
、

地
域
ば
か
り
で
な
く
、
商
店
街

の
活
性
化
へ
も
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
る
。

　
町
が
に
ぎ
わ
う
に
は
、
地
域
内

の
人
や
物
が
行
っ
た
り
来
た
り
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
地
域
内
で
の

観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
町
の
に
ぎ
わ
い
に
欠
か
せ
な
い

の
が
、
行
っ
て
み
た
い
、
参
加
し

て
み
た
い
と
人
を
引
き
つ
け
る
人

的
要
素
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
観
光
の
三
大
要
素
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
観
光
、
買
い
物
、
体
験
だ

が
、
そ
の
主
役
は
町
民
そ
の
も
の

で
、
当
町
の
観
光
資
源
は
決
し
て

他
町
村
に
劣
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
も
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
と
、
観
光
情
報
を
町
外
へ
発

信
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
と
ら
え

て
い
る
。

　
平
成
24
年
５
月
11
日
に
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
の
案
件
と
し
て
、
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
案
件
６

件
及
び
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１

件
の
計
７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
39
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、

五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正

議
案
第
40
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
））

・
予
算
総
額

94
億
６
７
３
４
万
８
千
円

主
な
内
容

歳
　
入

・
地
方
交
付
税

１
億
２
６
８
１
万
円
増
額

・
国
庫
支
出
金４

２
６
１
万
円
減
額

・
県
支
出
金

２
５
３
７
万
円
減
額

歳
　
出

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
１
５
０
６
万
円
増
額

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

４
１
０
０
万
円
増
額

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰

出
金

１
４
５
０
万
円
減
額

・
国
保
会
計
繰
出
金

１
９
０
６
万
円
減
額

・
子
ど
も
手
当４

１
８
２
万
円
減
額

議
案
第
41
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
））

・
予
算
総
額４

億
７
９
６
万
３
千
円

主
な
内
容１

５
７
７
万
６
千
円
減
額

議
案
第
42
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
））

・
予
算
総
額

26
億
７
７
４
５
万
９
千
円

主
な
内
容２

０
３
６
万
２
千
円
増
額

議
案
第
43
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
））

・
予
算
総
額

４
億
４
３
２
２
万
９
千
円

主
な
内
容１

４
４
９
万
９
千
円
減
額

議
案
第
44
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

・
病
院
事
業
収
益
総
額

28
億
６
７
４
４
万
９
千
円

主
な
内
容

４
１
０
０
万
円
増
額

①
最
近
、カ
モ
シ
カ
や
ノ
ウ
サ
ギ
、

カ
ラ
ス
な
ど
が
ふ
え
て
い
る
と

の
声
が
あ
る
。
確
か
に
我
が
家

の
周
り
で
も
、
犬
を
飼
っ
て
以

来
見
か
け
な
か
っ
た
カ
モ
シ
カ

が
去
年
ご
ろ
か
ら
頻
繁
に
見
か

け
る
。
ま
た
、
南
郷
で
は
猿
の

出
没
情
報
が
時
々
出
て
お
り
、

南
部
町
、
五
戸
町
で
も
あ
る
の

か
。
田
や
畑
に
よ
っ
て
山
と
人

里
が
分
断
さ
れ
て
い
た
の
が
、

減
反
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に

よ
っ
て
つ
な
が
り
、
里
に
お
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
五
戸
町
で
は
こ
う
い
っ
た
動

物
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は

発
生
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
際
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

②
大
型
捕
食
動
物
の
い
な
い
日
本

で
は
、草
食
、雑
食
動
物
の
増
加

は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
、

駆
除
の
た
め
に
は
狩
猟
が
欠
か

せ
な
い
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
減
少

や
高
齢
化
に
よ
り
、
駆
除
は
ま

す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ハ
ン
タ
ー
希
望
者

に
町
で
免
許
取
得
の
た
め
の
補

助
金
を
出
し
て
奨
励
し
て
は
い

か
が
か
。

①
本
町
で
は
、
主
に
カ
ラ
ス
に
よ

る
稲
の
引
き
抜
き
や
飼
料
作
物

等
へ
の
被
害
が
見
ら
れ
、
猟
友

会
の
五
戸
、
倉
石
の
両
支
部
の

協
力
を
得
て
駆
除
を
行
っ
て
い

る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
被
害
は

発
生
し
て
い
る
。ま
た
、最
近
カ

モ
シ
カ
が
果
樹
園
に
出
没
し
、

樹
木
に
被
害
が
出
て
い
る
が
、

特
別
天
然
記
念
物
な
の
で
威
嚇

を
し
て
山
へ
追
い
や
る
か
、
た

だ
様
子
を
見
守
る
し
か
な
い
。

②
近
年
は
法
律
に
よ
る
規
制
が
厳

し
く
、
免
許
を
取
得
す
る
た
め

に
は
20
万
円
程
度
の
費
用
が
か

　
か
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
猟

銃
免
許
の
取
得
者
が
減
少
し
て

お
り
、
猟
友
会
員
も
高
齢
化
、

減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
補
助
金
は
、
国
・
県
と
も
に

そ
の
よ
う
な
制
度
は
な
く
、
近

隣
の
市
町
村
も
確
認
し
た
が
単

独
で
補
助
し
て
い
る
市
町
村
は

な
く
、
ま
た
、
猟
銃
免
許
は
あ

く
ま
で
も
個
人
の
資
格
と
し
て

取
得
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
補
助
金
を
出
す
考

え
は
な
い
。

　
町
と
し
て
は
、
現
在
業
務
委

託
し
て
い
る
猟
友
会
五
戸
、
倉

石
の
両
支
部
が
会
員
の
減
少
等

に
よ
り
受
託
で
き
な
い
と
い
う

事
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ほ

か
に
ど
の
よ
う
な
委
託
先
が
あ

る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
委

託
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
て

い
き
た
い
。

①
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
を
基

本
政
策
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て

い
る
が
、
そ
の
中
の
事
業
で
平

成
23
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
路
線
バ
ス
上
限
運
賃
化
実
証

実
験
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
今

後
の
予
測
見
込
み
は
ど
う
な
の

か
。

②
農
業
の
保
護
、
再
生
を
目
的
に

集
落
営
農
組
織
の
拡
大
に
努
め

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

成
果
と
し
て
期
待
す
る
も
の
は

主
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
な
の
か
。

③
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
４
月
か
ら
運
行
予
定
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
す
が
、

商
店
街
活
性
化
と
の
か
か
わ
り

　
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

①
実
験
開
始
以
来
、利
用
者
は
６
・

７
％
の
増
加
が
見
ら
れ
、
バ
ス

利
用
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
今
後
の
予
測
と
し
て
は
、
圏

域
住
民
へ
の
上
限
化
運
賃
制
度

の
さ
ら
な
る
周
知
に
よ
る
認
知

度
を
高
め
、
利
便
性
の
向
上
と

利
用
者
の
増
加
を
促
す
こ
と
に

よ
り
、
実
験
終
了
後
の
平
成
25

年
10
月
１
日
に
お
い
て
は
、
本

格
運
行
開
始
と
持
続
的
な
地
域

交
通
へ
の
展
開
が
な
さ
れ
、
圏

域
住
民
の
移
動
、
交
流
が
促
進

さ
れ
、
定
住
自
立
圏
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
、
活
力
あ
ふ
れ
る
八

戸
圏
域
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

②
今
日
の
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

若
い
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
大
等
を
解
消
す
る
た
め

に
、
集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み

が
一
番
だ
と
考
え
る
。
先
祖
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
農
地
と

い
う
財
産
を
守
り
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
さ

ら
に
営
農
面
で
は
、
無
駄
が
省

専
決
処
分
の
承
認

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

根　森　隆　雄  議員質

　問
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
は

若　宮　佳　一  議員

三
浦
町
長
答
弁

人
口
減
少
社
会
で
の

町
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

質

　問
三
浦
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て

町
長
提
出
案
件

第
３
回
臨
時
会



⑦ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ⑥

田畑をとびまわるカラス

ビックリ夜店

路線バス上限運賃化実証
実験中

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

か
れ
、
効
率
的
な
生
産
体
制
が

確
立
で
き
、
農
業
者
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
の
規
模
拡
大
が
可
能
と

な
り
、
新
た
な
分
野
へ
の
挑
戦

が
可
能
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
集
落
全
体
の

所
得
が
向
上
す
る
こ
と
で
あ
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

よ
り
、
多
く
の
方
が
定
額
料
金

で
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
ま
で
以
上
に
通
院
や
買

い
物
、
通
学
の
移
動
支
援
が
可

能
に
な
る
。
特
に
高
齢
者
等
に

多
く
の
外
出
機
会
を
も
た
ら
し
、

地
域
ば
か
り
で
な
く
、
商
店
街

の
活
性
化
へ
も
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
る
。

　
町
が
に
ぎ
わ
う
に
は
、
地
域
内

の
人
や
物
が
行
っ
た
り
来
た
り
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
地
域
内
で
の

観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
町
の
に
ぎ
わ
い
に
欠
か
せ
な
い

の
が
、
行
っ
て
み
た
い
、
参
加
し

て
み
た
い
と
人
を
引
き
つ
け
る
人

的
要
素
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
観
光
の
三
大
要
素
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
観
光
、
買
い
物
、
体
験
だ

が
、
そ
の
主
役
は
町
民
そ
の
も
の

で
、
当
町
の
観
光
資
源
は
決
し
て

他
町
村
に
劣
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
も
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
と
、
観
光
情
報
を
町
外
へ
発

信
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
と
ら
え

て
い
る
。

　
平
成
24
年
５
月
11
日
に
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
の
案
件
と
し
て
、
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
案
件
６

件
及
び
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１

件
の
計
７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
39
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、

五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正

議
案
第
40
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
））

・
予
算
総
額

94
億
６
７
３
４
万
８
千
円

主
な
内
容

歳
　
入

・
地
方
交
付
税

１
億
２
６
８
１
万
円
増
額

・
国
庫
支
出
金４

２
６
１
万
円
減
額

・
県
支
出
金

２
５
３
７
万
円
減
額

歳
　
出

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
１
５
０
６
万
円
増
額

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

４
１
０
０
万
円
増
額

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰

出
金

１
４
５
０
万
円
減
額

・
国
保
会
計
繰
出
金

１
９
０
６
万
円
減
額

・
子
ど
も
手
当４

１
８
２
万
円
減
額

議
案
第
41
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
））

・
予
算
総
額４

億
７
９
６
万
３
千
円

主
な
内
容１

５
７
７
万
６
千
円
減
額

議
案
第
42
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
））

・
予
算
総
額

26
億
７
７
４
５
万
９
千
円

主
な
内
容２

０
３
６
万
２
千
円
増
額

議
案
第
43
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
））

・
予
算
総
額

４
億
４
３
２
２
万
９
千
円

主
な
内
容１

４
４
９
万
９
千
円
減
額

議
案
第
44
号

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
度
五
戸
町
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

・
病
院
事
業
収
益
総
額

28
億
６
７
４
４
万
９
千
円

主
な
内
容

４
１
０
０
万
円
増
額

①
最
近
、カ
モ
シ
カ
や
ノ
ウ
サ
ギ
、

カ
ラ
ス
な
ど
が
ふ
え
て
い
る
と

の
声
が
あ
る
。
確
か
に
我
が
家

の
周
り
で
も
、
犬
を
飼
っ
て
以

来
見
か
け
な
か
っ
た
カ
モ
シ
カ

が
去
年
ご
ろ
か
ら
頻
繁
に
見
か

け
る
。
ま
た
、
南
郷
で
は
猿
の

出
没
情
報
が
時
々
出
て
お
り
、

南
部
町
、
五
戸
町
で
も
あ
る
の

か
。
田
や
畑
に
よ
っ
て
山
と
人

里
が
分
断
さ
れ
て
い
た
の
が
、

減
反
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に

よ
っ
て
つ
な
が
り
、
里
に
お
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
五
戸
町
で
は
こ
う
い
っ
た
動

物
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は

発
生
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
際
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

②
大
型
捕
食
動
物
の
い
な
い
日
本

で
は
、草
食
、雑
食
動
物
の
増
加

は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
、

駆
除
の
た
め
に
は
狩
猟
が
欠
か

せ
な
い
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
減
少

や
高
齢
化
に
よ
り
、
駆
除
は
ま

す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ハ
ン
タ
ー
希
望
者

に
町
で
免
許
取
得
の
た
め
の
補

助
金
を
出
し
て
奨
励
し
て
は
い

か
が
か
。

①
本
町
で
は
、
主
に
カ
ラ
ス
に
よ

る
稲
の
引
き
抜
き
や
飼
料
作
物

等
へ
の
被
害
が
見
ら
れ
、
猟
友

会
の
五
戸
、
倉
石
の
両
支
部
の

協
力
を
得
て
駆
除
を
行
っ
て
い

る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
被
害
は

発
生
し
て
い
る
。ま
た
、最
近
カ

モ
シ
カ
が
果
樹
園
に
出
没
し
、

樹
木
に
被
害
が
出
て
い
る
が
、

特
別
天
然
記
念
物
な
の
で
威
嚇

を
し
て
山
へ
追
い
や
る
か
、
た

だ
様
子
を
見
守
る
し
か
な
い
。

②
近
年
は
法
律
に
よ
る
規
制
が
厳

し
く
、
免
許
を
取
得
す
る
た
め

に
は
20
万
円
程
度
の
費
用
が
か

　
か
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
猟

銃
免
許
の
取
得
者
が
減
少
し
て

お
り
、
猟
友
会
員
も
高
齢
化
、

減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
補
助
金
は
、
国
・
県
と
も
に

そ
の
よ
う
な
制
度
は
な
く
、
近

隣
の
市
町
村
も
確
認
し
た
が
単

独
で
補
助
し
て
い
る
市
町
村
は

な
く
、
ま
た
、
猟
銃
免
許
は
あ

く
ま
で
も
個
人
の
資
格
と
し
て

取
得
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
補
助
金
を
出
す
考

え
は
な
い
。

　
町
と
し
て
は
、
現
在
業
務
委

託
し
て
い
る
猟
友
会
五
戸
、
倉

石
の
両
支
部
が
会
員
の
減
少
等

に
よ
り
受
託
で
き
な
い
と
い
う

事
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ほ

か
に
ど
の
よ
う
な
委
託
先
が
あ

る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
委

託
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
て

い
き
た
い
。

①
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
を
基

本
政
策
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て

い
る
が
、
そ
の
中
の
事
業
で
平

成
23
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
路
線
バ
ス
上
限
運
賃
化
実
証

実
験
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
今

後
の
予
測
見
込
み
は
ど
う
な
の

か
。

②
農
業
の
保
護
、
再
生
を
目
的
に

集
落
営
農
組
織
の
拡
大
に
努
め

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

成
果
と
し
て
期
待
す
る
も
の
は

主
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
な
の
か
。

③
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
４
月
か
ら
運
行
予
定
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
す
が
、

商
店
街
活
性
化
と
の
か
か
わ
り

　
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

①
実
験
開
始
以
来
、利
用
者
は
６
・

７
％
の
増
加
が
見
ら
れ
、
バ
ス

利
用
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
今
後
の
予
測
と
し
て
は
、
圏

域
住
民
へ
の
上
限
化
運
賃
制
度

の
さ
ら
な
る
周
知
に
よ
る
認
知

度
を
高
め
、
利
便
性
の
向
上
と

利
用
者
の
増
加
を
促
す
こ
と
に

よ
り
、
実
験
終
了
後
の
平
成
25

年
10
月
１
日
に
お
い
て
は
、
本

格
運
行
開
始
と
持
続
的
な
地
域

交
通
へ
の
展
開
が
な
さ
れ
、
圏

域
住
民
の
移
動
、
交
流
が
促
進

さ
れ
、
定
住
自
立
圏
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
、
活
力
あ
ふ
れ
る
八

戸
圏
域
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

②
今
日
の
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

若
い
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
大
等
を
解
消
す
る
た
め

に
、
集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み

が
一
番
だ
と
考
え
る
。
先
祖
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
農
地
と

い
う
財
産
を
守
り
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
さ

ら
に
営
農
面
で
は
、
無
駄
が
省

専
決
処
分
の
承
認

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

根　森　隆　雄  議員質

　問
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
は

若　宮　佳　一  議員

三
浦
町
長
答
弁

人
口
減
少
社
会
で
の

町
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

質

　問
三
浦
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て

町
長
提
出
案
件

第
３
回
臨
時
会



ごのへ議会だより 第４号 ⑧

Ｃ棟が解体された五戸小学校

建替えの進む町営ひばり野団地

議
案
第
45
号

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
五
戸
小
学
校
Ｃ
棟
等
解
体
工
事
）

・
契
約
相
手
方　

株
式
会
社
大
西
組

・
契
約
額
（
税
込
）６

０
９
０
万
円

●
議
案
第
39
号
か
ら
議
案
第
44
号

ま
で
の
６
件

　
全
員
賛
成
で
承
認

●
議
案
第
45
号

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
決
定

 

　
平
成
24
年
６
月
29
日
に
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
の
案
件
と
し
て
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
55
号

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
上
市
川
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
）

・
契
約
相
手
方

　
株
式
会
社
沢
田
建
設

・
契
約
額
（
税
込
）８

５
０
５
万
円

●
議
案
第
55
号

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
決
定

　
平
成
24
年
７
月
30
日
に
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
の
案
件
と
し
て
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
２
件
と
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更
１
件
の
計

３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
56
号

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　（
五
戸
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
）

・
契
約
相
手
方

清
水
・
大
山
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

・
契
約
額
（
税
込
）

14
億
６
３
７
０
万
円

議
案
第
57
号

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　（
町
営
ひ
ば
り
野
団
地
建
設

　（
７
│

１
工
区
）
工
事
）

・
契
約
相
手
方

株
式
会
社
大
西
工
務
店

・
契
約
額
（
税
込
）

７
３
９
７
万
２
５
０
０
円

議
案
第
58
号

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　（
五
戸
小
学
校
Ｃ
棟
等
解
体
工
事
）

主
な
内
容

・
設
計
内
容
の
一
部
変
更
に
よ
る

契
約
額
の
減
額

54
万
２
８
５
０
円
減
額

●
議
案
第
56
号
か
ら
議
案
第
58
号

ま
で
の
３
件

　
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

町
長
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

五戸小学校完成予定図



⑨ ごのへ議会だより 第４号

議長・議員・議会事務局から
説明を受ける 　　　　　　 

選挙管理委員会事務局から
説明を受ける　　　　　　

岩
手
県
紫
波
町
議
会

視
察
研
修
会

活
性
化
検
討
委
員
会

委
員
長

　
　三

　浦

　專
治
郎

　
平
成
24
年
６
月
27
日
、
五
戸
町

協
力
の
も
と
、
岩
手
県
紫
波
町
議

会
を
全
議
員
18
名
の
参
加
で
視
察

研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
目
的
は
、
地
域
発
展
と
福
祉
向

上
の
た
め
議
会
の
果
た
す
役
割

は
、
将
来
に
向
け
て
さ
ら
に
大
き

く
な
り
、
特
に
地
方
分
権
の
時
代

を
迎
え
て
、
自
治
体
の
自
己
決
定

と
自
己
責
任
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
、
議
会
は
、
そ
の
持
て
る
権
能

を
十
分
駆
使
し
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
様
な
使
命
を

達
成
す
る
た
め
議
員
の
自
己
研
さ

ん
と
資
質
の
向
上
、
公
正
性
と
透

明
性
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
そ
し
て
地
域
主
権
を
見
据
え

て
、
議
会
の
活
性
化
に
努
め
、
真

に
「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
」
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら

１
政
策
作
り
と
監
視
機
能
を
十
分

発
揮
し
て
い
る
議
会

２
住
民
に
開
か
れ
た
議
会

３
先
駆
的
な
取
組
み
を
し
た
議
会

を
実
施
し
て
い
る
紫
波
町
議
会

を
研
修
地
に
選
定
し
た
。

 

１
政
策
作
り
と
監
視
機
能
を
十
分

発
揮
し
て
い
る
議
会

○
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
議
員

が
町
長
の
附
属
機
関
に
参
加
す

べ
き
で
な
い
と
の
立
場
か
ら
、

各
種
の
審
議
会
か
ら
議
員
を
引

き
上
げ
。

○
政
務
調
査
費
を
各
会
派
に
属

し
て
い
る
議
員
１
人
当
た
り
月

額
５
０
０
０
円
を
交
付
。

２
住
民
に
開
か
れ
た
議
会

○
議
会
報
編
集
委
員
会
を
設
置

し
、
議
員
自
ら
企
画
・
編
集
を

担
当
。

３
先
駆
的
な
取
組
み
を
し
た
議
会

○
通
年
議
会
の
実
施
。

 

議
会
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、

平
成
19
年
９
月
に
委
員
７
名
で
構

成
す
る
「
議
会
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。

成
果
と
し
て
、

①
自
由
討
議
の
導
入

議
案
審
議
を
よ
り
活
発
化
さ
せ

る
た
め
、
質
疑
終
結
後
、
議
員

相
互
の
自
由
討
議
を
実
施
。

②
議
決
事
件
の
追
加

計
画
期
間
５
年
以
上
の
町
の
計

画
等
の
政
策
・
変
更
な
ど
、
政

策
立
案
の
段
階
か
ら
積
極
的
に

議
会
の
関
与
を
実
施
。

③
一
般
質
問
の
活
性
化

　
一
問
一
答
方
式
を
採
用
。

④
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

議
会
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
。

⑤
議
会
報
告
会
の
開
催

議
長
・
副
議
長
を
除
く
議
員
20

名
を
４
班
に
分
け
、
町
内
約
20

会
場
で
報
告
会
を
実
施
。

⑥
議
会
中
継
の
配
信

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ

ブ
中
継
と
録
画
中
継
を
実
施
。

選
挙
公
報
の
発
行

○
「
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
て
お
り
、

議
会
議
員
選
挙
・
町
長
選
挙
に

お
い
て
、
候
補
者
の
氏
名
・
写

真
・
経
歴
・
政
見
等
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
を
発
行
。
た
だ
し
、

掲
載
は
希
望
者
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
配
付
は
自
治
会
へ
依

頼
し
て
お
り
、
選
挙
期
日
の
前

日
ま
で
に
配
付
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

視
察
研
修
を
終
え
て

　
紫
波
町
議
会
の
様
々
な
課
題
に

取
り
組
み
、
努
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
特
に
、
議
会
報
告
会
等
を
通
し

て
住
民
の
意
見
や
要
望
に
耳
を
傾

け
、
民
意
を
町
の
政
策
に
反
映
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
こ
と
に
、

議
会
と
は
こ
う
あ
っ
て
こ
そ
町
民

に
親
し
ま
れ
、
協
働
の
町
づ
く
り

が
で
き
る
も
の
と
強
く
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
議
会
も
こ
の
研
修
の
成

果
が
出
せ
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

　
研
修
会
で
は
、
終
了
予
定
時
間

を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
活
発
な
質

問
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

紫
波
町
議
会
で
の
取
り
組
み

紫
波
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
の

　
　議
会
関
係
の
取
り
組
み

岩
手
県
紫
波
町
議
会

視
察
研
修
会



⑪ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ⑩

議会の日程についてお知らせします
・議会の招集（開会日の決定）は、町長が行います。
・日程は、開会日に決定されますが、本会議を円滑に行うために、「議会運営委員会」で議事の日程や
　進行を事前に協議します。

平成23年９月定例会から決算特別委員会を一般公開していますので、ぜひ、傍聴においでください。

五
戸
地
区
議
会
議
員
協
議
会

研
修
会

　
平
成
24
年
４
月
25
日
、
当
町
に

て
五
戸
地
区
議
会
議
員
協
議
会
の

総
会
と
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
五
戸
地
区
議
会
議
員
協
議
会

は
、
五
戸
町
と
新
郷
村
の
議
会
議

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
町
村
の

区
域
を
超
え
る
広
域
行
政
に
関
す

る
調
査
研
究
や
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

講
演　「新

エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　な
あ
に
？
」

青
森
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
振
興
課

副
参
事

　
　太 

田

　

  

均  

氏

【
講
演
内
容
】

　
国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の

説
明
と
青
森
県
に
お
け
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
状
況

や
導
入
事
例
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
今
後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

 

平
成
24
年
７
月
12
日
、
青
森
市

に
て
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演　「こ

れ
か
ら
の
政
局
・
政
治

　
　
　
　
　
　

 

　
　の
ゆ
く
え
」

時
事
通
信
社

　解
説
委
員

田
崎

　史
郎  

氏

【
講
演
内
容
】

 

テ
レ
ビ
等
で
政
治
解
説
を
し
て

い
る
田
崎
史
郎
氏
に
よ
る
国
政
に

つ
い
て
今
後
の
動
向
な
ど
。

議
員
活
動
報
告

１．あなたの性別は。　２．あなたの年齢は。

３．議会の会議を傍聴したことがありますか。

４．議会広報「ごのへ議会だより」を発行しましたが、ご覧になりましたか。
（１）見ました　　　　　　　　　８人
（２）まだ、見ていません　　　　０人
（３）気が付きませんでした　　　０人
（４）未回答　　　　　　　　　　１人

５．議会の日程を何で知りましたか。（複数回答）
（１）防災無線　　　　　　　　　３人
（２）五戸ちゃんねる（ＴＶ）　　３人
（３）五戸町ホームページ　　　　２人
（４）その他　　　　　　　　　　３人（役場に確認、電話で確認、知人から）

６．五戸町議会あるいは議会広報について、ご意見・ご要望などがありましたら、お書きください。
◎議員の意見が少ない。
◎全議員も質問がないのか。
◎ケーブルテレビに議会（一般質問）を放映してほしい。
　議会から：議会を放映するための設備を現在検討中です。
◎事前に一般質問者及び内容をテレビにて告示してほしい。
　議会から：開かれた議会を目指し、告示の方法等を検討します。
◎平成２０～２３年度までのゴミ排出量の推移数値（グラフ）必要。
◎ケーブルＴＶ運営、番組構成は、他自治体（最先端）長野県泰阜（やすおか）村を参考にし
ては。
◎過誤納は、なぜ起こるのか。原因が明確になっていないのに人員だけ増やしてもだめ。
◎傍聴席すべてにメモを取れる台（記帳台）がなく、記者席のみである。結果、傍聴者は神聖
なる議会において足を組みながらメモを取っているというのが現状である。とても見苦しく、
早急な改善が必要である。
　議会から：県議会及び他市町村でも傍聴者用の台は設置していないようです。

男

女

20歳代 30歳代

１

40歳代

３

50歳代

３

60歳代

２

70歳以上

７人

計

２人

人 数 ７

初めて １・２回 ３～５回

１

６～10回 11回以上

１

未回答

傍会議 聴 者 ア ン ケ ー ト 集 計 表

６月定例会（６／７～１２）

９月定例会の予定（土・日は休会となります）
第１日目
第２日目

第３日目

第４日目

第５日目

本　　会　　議
休　　　　　会

一　般　質　問

本　　会　　議
決算特別委員会
決算特別委員会

本　　会　　議

・町長が議案の提案理由を説明します。
・議案調査のため会議は行いません。
・議員が町政全般について町長等に対し、説明を求め、
　事実、所信を質問して確かめます。
・質問する人数は、議会招集日に決まります。
・議案を審議し、採決を行います。
・正副委員長の互選を行います。
・議員全員で前年度の決算を審議します。
・決算特別委員会での結果が報告されます。
・議案（決算）を審議し、採決を行います。

変更となる場合もあります。



⑪ ごのへ議会だより 第４号 ごのへ議会だより 第４号 ⑩

議会の日程についてお知らせします
・議会の招集（開会日の決定）は、町長が行います。
・日程は、開会日に決定されますが、本会議を円滑に行うために、「議会運営委員会」で議事の日程や
　進行を事前に協議します。

平成23年９月定例会から決算特別委員会を一般公開していますので、ぜひ、傍聴においでください。

五
戸
地
区
議
会
議
員
協
議
会

研
修
会

　
平
成
24
年
４
月
25
日
、
当
町
に

て
五
戸
地
区
議
会
議
員
協
議
会
の

総
会
と
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
五
戸
地
区
議
会
議
員
協
議
会

は
、
五
戸
町
と
新
郷
村
の
議
会
議

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
町
村
の

区
域
を
超
え
る
広
域
行
政
に
関
す

る
調
査
研
究
や
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

講
演　「新

エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　な
あ
に
？
」

青
森
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
振
興
課

副
参
事

　
　太 

田

　

  

均  

氏

【
講
演
内
容
】

　
国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の

説
明
と
青
森
県
に
お
け
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
状
況

や
導
入
事
例
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
今
後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

 

平
成
24
年
７
月
12
日
、
青
森
市

に
て
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演　「こ

れ
か
ら
の
政
局
・
政
治

　
　
　
　
　
　

 

　
　の
ゆ
く
え
」

時
事
通
信
社

　解
説
委
員

田
崎

　史
郎  

氏

【
講
演
内
容
】

 

テ
レ
ビ
等
で
政
治
解
説
を
し
て

い
る
田
崎
史
郎
氏
に
よ
る
国
政
に

つ
い
て
今
後
の
動
向
な
ど
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議
員
活
動
報
告

１．あなたの性別は。　２．あなたの年齢は。

３．議会の会議を傍聴したことがありますか。

４．議会広報「ごのへ議会だより」を発行しましたが、ご覧になりましたか。
（１）見ました　　　　　　　　　８人
（２）まだ、見ていません　　　　０人
（３）気が付きませんでした　　　０人
（４）未回答　　　　　　　　　　１人

５．議会の日程を何で知りましたか。（複数回答）
（１）防災無線　　　　　　　　　３人
（２）五戸ちゃんねる（ＴＶ）　　３人
（３）五戸町ホームページ　　　　２人
（４）その他　　　　　　　　　　３人（役場に確認、電話で確認、知人から）

６．五戸町議会あるいは議会広報について、ご意見・ご要望などがありましたら、お書きください。
◎議員の意見が少ない。
◎全議員も質問がないのか。
◎ケーブルテレビに議会（一般質問）を放映してほしい。
　議会から：議会を放映するための設備を現在検討中です。
◎事前に一般質問者及び内容をテレビにて告示してほしい。
　議会から：開かれた議会を目指し、告示の方法等を検討します。
◎平成２０～２３年度までのゴミ排出量の推移数値（グラフ）必要。
◎ケーブルＴＶ運営、番組構成は、他自治体（最先端）長野県泰阜（やすおか）村を参考にし
ては。

◎過誤納は、なぜ起こるのか。原因が明確になっていないのに人員だけ増やしてもだめ。
◎傍聴席すべてにメモを取れる台（記帳台）がなく、記者席のみである。結果、傍聴者は神聖
なる議会において足を組みながらメモを取っているというのが現状である。とても見苦しく、
早急な改善が必要である。

　議会から：県議会及び他市町村でも傍聴者用の台は設置していないようです。

男

女

20歳代 30歳代

１

40歳代

３

50歳代

３

60歳代

２

70歳以上

７人

計

２人

人 数 ７

初めて １・２回 ３～５回

１

６～10回 11回以上

１

未回答

傍会議 聴 者 ア ン ケ ー ト 集 計 表

６月定例会（６／７～１２）

９月定例会の予定（土・日は休会となります）
第１日目
第２日目

第３日目

第４日目

第５日目

本　　会　　議
休　　　　　会

一　般　質　問

本　　会　　議
決算特別委員会
決算特別委員会

本　　会　　議

・町長が議案の提案理由を説明します。
・議案調査のため会議は行いません。
・議員が町政全般について町長等に対し、説明を求め、
　事実、所信を質問して確かめます。
・質問する人数は、議会招集日に決まります。
・議案を審議し、採決を行います。
・正副委員長の互選を行います。
・議員全員で前年度の決算を審議します。
・決算特別委員会での結果が報告されます。
・議案（決算）を審議し、採決を行います。

変更となる場合もあります。
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議会用語の
あれこれ議会質問コーナー

はか

Ｑ１：一括議題とは？
Ａ：一議案ずつ議題にするのではなく、議事の能率化を図るため議案を一括して議題とすることです。
議長は「議案第○号から議案第○号までの○件を一括して議題といたします。」と宣告します。
ただし、出席議員３人以上からの異議があれば、一括していいか、会議に諮って決めます。

Ｑ２：一般質問における「一括質疑」と「一問一答」とは？
Ａ：一般質問の質問と答弁の仕方には、「一括質疑方式」と「一問一答方式」があります。
一括質疑方式：質問者（議員）は質問する項目全てを一括して質問し、理事者（町長）も一括し
て答弁を行います。再質問からは質問者（議員）が詳しく聞きたい項目（複数あればまとめて）
を質問し、理事者（町長・課長等）が答弁を行います。
一問一答方式：質問者（議員）は質問する項目について１項目ずつ取り上げて質問し、理事者（町
長）は質問項目に対して答弁します。再質問があれば質問・答弁を繰り返し、再質問がなければ
次の項目の質問を行います。

Ｑ３：委員長報告とは？
Ａ：常任委員会（総務・経済・民生）は、付託を受けた議案や請願・陳情の審査を終えたとき、報告
書を作成し委員長から議長に提出するとともに、委員長は本会議で審査の経過と結果の報告をし
ます。調査を終えたときも同様です。また、審査や調査の中間段階で報告を行うこともあります。

Ｑ４：意見書とは？
Ａ：地方自治法の規定に基づき、議会は町の公益に関することについて、議会としての意見をまとめた
文書で、国会や国の関係省庁などに対し提出することができます。意見書の案は議員（提出するに
は３人以上の賛成する議員を要する）が提出し、本会議で審議してその可否を決めます。

　
改
選
後
も
引
き
続
き
、
広
報

常
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副
委
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長
を
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せ
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ま
し
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根
森
委
員
長
を
中
心

に
、
よ
り
良
い
議
会
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皆
様
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し
て
参
り
た
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と

思
っ
て
お
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す
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進
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治
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研
修
に
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ま

し
た
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議
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議
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広
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昭
和
48
年
か
ら
出
し
て

お
り
、
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員
が
編
集
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
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、
15

年
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上
経
っ
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い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
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で
に
全
国
コ
ン
ク
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ル
で
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を
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た

り
、
何
度
も
入
選
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た
り
し
て

い
ま
す
。
議
会
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に
関
す
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波
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議
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の
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明
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、

意
見
交
換
な
ど
で
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貴

重
な
事
例
を
検
討
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、
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戸
町

議
会
に
合
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で
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れ
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行
き
た
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と
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っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
０
歳
の
議
会
広
報
で
す

の
で
、
温
か
い
目
で
、
し
か
し

時
に
は
厳
し
い
目
で
見
守
っ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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議会を傍聴しよう！

五戸町ホームページアドレス　http://www.town.gonohe.aomori.jp/　　議会メールアドレス　gikai@town.gonohe.aomori.jp
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９月定例会は９月上旬開催予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。


